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長崎市立三原小学校 

～寄り合って，寄り添って，みんなで育て，みんなで育つ～ 
「笑顔いっぱい！真剣いっぱい！感動いっぱい！の三原っ子」 

 MIHARA TIMES 
令和４年 6月 22日発行     文責 校長 宮原 友彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ長崎の暑い夏、８月９日「長崎平和の日」がやってきます。今年は被爆して77周年になりま

す。被爆当時の記憶が残る３～４才だったとしても80才を超えることになります。例年は被爆者の方に

直接来ていただいてお話をうかがっていましたが、高齢化が進み、被爆体験をされた方の数がどんどん

少なくなっています。今年度は「継承」ということを考えていくこともあって、「被爆家族継承」講話

をお願いしました。来ていただいたのは「長崎の鐘」の本を書いた有名な永井隆博士のお孫さん、永井

徳三郎さんでした。怒りの広島、祈りの長崎と言われていますが、長崎の平和に対するアプローチ、ス

タンスのおおもととなったのが永井隆博士です。孫の徳三郎さんは、現在永井隆記念館の館長で、元新

聞記者のお父様の誠一（まこと）さんが初代館長となります。縁あって徳三郎さんとは、私が城山小学

校勤務時に大変お世話になり、それ以来親交を深めている間柄でもあります。徳三郎さんは、被爆者で

はない自分が平和に関することで何ができるだろうと考え、「被爆家族継承」を引き受けたそうです。

私は永井隆博士について、当時担任していた子どもたちと一緒に学んだのですが、一番感銘を受けたの

は、被爆前は普通の人だった博士が、被爆という大きな出来事を通して、自らの使命として、誰もがで

きないような平和希求の想いを、余命いくばくもない体で、実際に行動にうつしていったということで

す。また、「『祈りの長崎』という平和へのアプローチが、今の長崎を創っていったのだなあ。そんな

やさしさ溢れる長崎に生まれてよかったなあ。」と心から実感しています。少しでも「平和への思いを

継承できる長崎人」でありたいと、また、子どもたちにはあってほしいと願っています。 

（※ ６月１日に行われた対話型平和学習でした。ご報告が遅くなりすみませんでした。） 

  

 
          この２枚の写真をはじめとした数点の資料を、当時永井隆博士を支えた看護師長さんだった故久

松シソノさんから、「子どもたちとともに平和に関わる学びをしてくださって嬉しい。」と優しい
笑顔でいただいたことをまるで最近のことのように思い出します。たまたま城山小に赴任したこと
がきっかけで、長崎の平和の継承について真剣に考えるきっかけをいただいたことに本当に感謝し
ていますし、自分にできることは子どもたちと平和について考えていくことだと思うので、長崎だ
けでなく、広島平和祈念館、沖縄平和の礎（いしじ）、ひめゆりの塔、知覧特攻平和会館、太刀洗
平和記念館を訪れて、戦争の悲惨さ、平和の大切さをどう伝えるかということを考えてきました。
今年はどう伝えようかと今から構想中です。 
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